
平成２０年１１月２５日

経済産業省商務情報政策局

情報プロジェクト室

地理空間情報活用推進に係る経済産業省の取組と

３次元地理空間情報の体系化について
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① 国土の利用、整備及び保全の推進等

② 行政の効率化・高度化

③ 国民生活の安全・安心と利便性の向上

④ 新たな産業・サービスの創出と発展

政府の取組

○地理空間情報活用推進基本法の成立
（平成１９年５月）

○地理空間情報活用推進基本計画の策定
（平成２０年４月）

経済産業省の取組

新産業・新サービスの創出

平成１９年１２月から、新藤前副大臣の
毎回出席のもと、地理空間情報活用推
進研究会で検討（計６回）

測量・地図調整業界からユーザ企業まで主要な関

連産業や学識経験者が委員。オブザーバとして内

閣官房や国土交通省等の関係９省庁が出席。

地理空間情報サービス産業の将来
ビジョンをとりまとめ

将来ビジョン実現のための政策パッケージ

「Ｇ空間プロジェクト」を省内でとりまとめ

地理空間情報活用推進研究会の経緯



地理空間情報活用推進研究会の概要
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地理空間情報活用推進研究会のメンバー

＜委員長＞

柴崎 亮介 東京大学空間情報科学研究センター長

＜委員＞

株式会社ゼンリン 事業開発担当部長

株式会社ネクスト 技術戦略研究所長

株式会社三菱総合研究所 情報通信技術研究本部首席研究員

株式会社ＮＴＴデータ 統括部部長

東芝ソリューション株式会社 社会第三部担当部長

株式会社パスコ 次世代プロジェクト推進室長

特定非営利活動法人国土空間データ基盤推進協議会 主任研究員

岐阜県庁総合企画部次長

財団法人ニューメディア開発協会 財団法人ニューメディア開発協会パベイシブネット

ワーク普及推進グループ長

牧野総合法律事務所弁護士

インディゴ株式会社 システム・インテグレーション事業部ジェネラルマネージャー

慶應義塾大学経済学部 准教授

高崎経済大学地域政策学部 教授

衛星測位システム協議会 事務局長

特定非営利活動法人ITS ジャパン 次世代デジタル道路情報委員会 委員長

国際航業株式会社 情報システム統括本部長

大阪市立大学大学院文学研究科文学部 地理学教室准教授

財団法人衛星測位利用推進センター 業務本部長

株式会社トヨタマップマスター 第１開発部長

メンバー

経済産業省 新藤副大臣

商務情報政策局長

大臣官房審議官（ＩＴ戦略担当）

関係課室長（１８名）

内閣官房 副長官補（内政・外政）付内閣参事官（２名）

内閣府 政策統括官付参事官

警察庁 情報通信局情報通信企画課通信運用室長

総務省 情報通信政策局宇宙通信政策課長

自治行政局地域情報政策室長

文部科学省 研究開発局宇宙開発利用課長

厚生労働省 統計情報部情報企画室長

農林水産省 大臣官房情報課長

国土交通省 大臣官房技術調査課長

国土計画局総務課国土情報整備室長

国土地理院企画部地理空間情報企画室長

防衛省 防衛政策局調査課長

オブザーバー
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○ Ｈ１９ １２／１８ 第１回研究会
・地理空間情報を活用したビジネスの事例紹介

○ Ｈ２０ １／３０ 第２回研究会
・地理空間情報を活用したサービスと、それを巡る関係者

○ Ｈ２０ ２／１４ 第３回研究会
・地図情報の整備の現状及び問題点

○ Ｈ２０ ３／５ 第４回研究会
・位置情報把握に関する現状と問題点

○ Ｈ２０ ４／４ 第５回研究会
・報告書の骨子案について

○ Ｈ２０ ５／１６ 第６回研究会
・報告書案について

○ H２０ ７／３ 報告書プレス発表
（http://www.meti.go.jp/press/20080703007/20080703007.html）

研究会の開催状況
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Ⅰ 地理空間情報の現状

Ⅱ ２０１３年の地理空間情報サービス産業

Ⅲ 地理空間情報サービス産業発展のための前提条件の実現

Ⅳ 地理空間情報サービス産業の発展に向けた将来ビジョン

報告書の目次
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■政策施策

■ツール

■サービス

■仕様等

■その他

時間経過

利
用
機
会
・
利
用
者
数･

コ
ン
テ
ン
ツ
量

ト
ピ
ッ
ク
ス

（現在）

?
特定の少数ユーザが特定の業務で利用

ツールやサービスの拡大により、不特定多数
のユーザが主に位置を把握する目的で利用

ツールやサービスのさらなる拡大により、不特
定多数のユーザやビジネスで、コンテンツの
発信も含めた多様な目的で利用

基本法の時代において、時空間情報の利活用やサービスの拡大
並びに価値を高めるためには？

地
域
情
報
化
・行
政
情
報
化
の
推
進

≒

ブログやマッシュアップ等のWeb2.0的な利活用の
拡大により、多種多様なコンテンツやサイトが増加・・・

＜提供：ｇコンテンツ流通推進協議会＞

地理空間情報サービスのこれまで
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地理空間情報の現状
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国土交通省「インターネットを通じた一般国民へのモニター調査」（2004/11) 回答数1,068件
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位置情報把握に関する環境変化

■ 測位情報を受信可能なデバイスの普及拡大

販売台数累計2830万台（2007年9月）。安価なＰＮＤ（Personal Navigation Device）が
2006年頃から出現し、高価格帯のカーナビとの競合が生じている。

カーナビゲーション ・・・

・２００７年４月以降の第３世代携帯電話へのGPS機能の義務化がなされた。
・携帯電話の買い替えサイクルが平均約３年であることを考えると、５年もするとほとん
どの携帯電話保有者はＧＰＳ機能付き携帯電話を持つことになる。

・さらに、現在総務省で検討されている小型基地局の設置に係る規制緩和が今秋に予
定されており、これを受けて基地局が増加し、これまで電波の届きにくかった屋内でも
通信が確保されると期待できる。

・携帯電話の保有率も継続して上昇しており、２０１５年までには１００％に達すると予想
される。

ＧＰＳ機能付き
携帯電話

・・・

携帯に適したＢ５版ノートＰＣやＰＤＡの販売も拡大しており、ビジネス利用における個
人所有のモバイルＰＣは増加している模様。これらのモバイルＰＣには、無線ＬＡＮ機能
を有しており、例えば地下鉄構内などでもインターネットに接続できるなど、徐々に無線
利用できる範囲が拡大している。２０１５年までには普及率が９０％に達すると予想され
る。

モバイルＰＣ ・・・

携帯ゲーム機が我が国では普及が進んでおり、現在の国内販売台数（累計）は約３０
００万台。ＧＰＳ機能を付与してゲームソフトも開発されており、今後さらなる普及が予想
される。

ＧＰＳ機能付き携
帯ゲーム機

・・・

・ 位置情報把握を活用したビジネス発展の土台が出来つつある。
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位置情報把握に関する環境変化

電子基準点

電子基準点

基地局

電子基準点

人工衛星
（測位衛星、気象衛星）

無線ＬＡＮアクセスポイント

移動体（人、車など）の
位置情報（X,Y,Z）

及び測定時刻

X ： 緯度
Y ： 経度

Z ： 高さ

基地局

人工衛星
（測位衛星、気象衛星）

測位衛星：
＜運用中＞

・GPS（米国）
・2008年ブロック２Ｆ打上予定

・GLONASS（ロシア）
・第2世代

＜今後の予定＞
・Galileo（ＥＵ）

・2005年末試験衛星打上

・準天頂衛星（日本）
・2009年度打上予定

国土地理院が全国約１２００箇所に設置
した、地殻変動監視のためのＧＰＳ連続
観測点。２４時間連続観測、リアルタイム
データを観測センターへ送信。

携帯電話、GPS受信機など ノートＰＣなどの無線端末を、
相互に接続したり、他のネッ
トワーク（有線LAN等）に接続
する無線機の一種。

携帯電話・ＰＨＳ等と無線通信
により、電話網との通信・通話
を中継。

■ 位置情報把握を可能とする電波の多様化

これまではGPS衛星からの信号により位置の精度が決まっていたが、使用できる電波の多様化など、様々な
手法により精度向上や屋内測位が実現しつつある。
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法人ユーザ
法人ユーザ

法人ユーザ

法人ユーザ

法人ユーザ

測量事業者

発注

申請

都市計画基図（県・市町村） ；
1/2,500

基本図（国土地理院）； 1/25,000
○ 国全体を網羅した地図を国土地理院

が整備・維持管理

官製地図

海図・航空図
（海上保安庁）

森林基本図（林野庁、県）

道路台帳図（国土交通省、県市町村）

事業目的毎
に一部領域の
地図を整備

国 地方自治体

地図調製業者
-官製地図を編集・加工して新しい地図を作製-

インターネット
ポータル事業者

ＧＩＳソリューション
事業者

カーナビ
事業者

ソフトウェア
事業者

個人ユーザ

携帯電話キャリア
事業者

ＡＰＩの無償公開
（２００５年６月以降）

○ 市町村単位で整備

納品

鉄道会社等

ライセンス料

地籍図；1/500
（市町村） 等

個人ユーザ

無償提供（原則）

地理空間情報サービスを巡る事業者（相関図）



11

調製地図業者
-官製地図を編集・加工して新しい地図を作製-

インターネット
ポータル事業者

ＧＩＳソリューション
事業者

カーナビ
事業者

ソフトウェア
事業者

個人ユーザ

携帯電話キャリア
事業者

ＡＰＩの無償公開
（２００５年６月以降）

法人ユーザ

法人ユーザ

鉄道会社等

ライセンス料

個人ユーザ

法人ユーザ

法人ユーザ

番地の調査など、人件費をかけて各種情報を付
与し、官製地図から地図の付加価値を向上。

法人ユーザ

ポータルの付加価値を向上さ
せるため、地図情報等を無償
で提供。ポータルへの広告掲
載料等から収益を確保。

インターネットポータル事業
者から無償提供されるAPI
を技術的に活用し、安価な
GISサービスを提供。

地図情報の多さなどサービスレベ
ルは高くないが、利用コストは低い。

独自のGISシステムを用い
てＧＩＳソリューションを提供。

地図情報等が豊富なサービ
スだが、利用コストは高い。

競争が生まれ、サービ
スの質及び量の拡大
が生まれつつある。

新たに発生したビジネスモデル

従来のビジネスモデル

地理空間情報サービス利用側の事業者（新たなビジネスモデルの発生）
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地方自治体

測量事業者

発注

都市計画基図（県・市町村） 1/2,500基本図（国土地理院）； 1/25,000
○ 国全体を網羅した地図を国土地理院

が整備・維持管理

官製地図

海図・航空図
（海上保安庁）

森林基本図（林野庁、県）

道路台帳図（国土交通省、県市町村）

事業目的毎
に一部領域の
地図を整備

国

○ 市町村単位で整備

納品

地籍図；1/500
（市町村） 等

地理情報を整備する事業者（相関図）と利用者からの指摘の例

これまでの測量単位の正方形（メッシュ）のデータは２
次元なので、３次元の電子データベースには馴染ま
ない。その上、緯度経度を測定していないため、共通
基盤データベースに載りにくい。

世界測地系での測量
が行われていない
ケースがある。

統合ＧＩＳの導入が２割程度にと
どまっているため、同じ市町村
内でも電子地図作製が効率的
に行われていない。

DGPS測量、レーザー測量など、

新たな測量技術の導入が進んで
いない

自治体毎に地図が更新される
ため、「鮮度」がバラバラ。

一般的に、民間が求めるほど
十分な鮮度ではない

保有している地図情報を
公開している自治体はあま
り多くない

測量法上、地図の精度は
規程されているものの、実
際には市町村単位の地図
では境界ではズレが生じ
ている。
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（１）地理空間情報が流通する基盤の整備
現状の航空写真や二次元の地図のような平面的な表現ばかりでなく、高さ情報も加えたリアルに近い立体的な表

現を行なうとともに、実世界の時間変化を正確に捉えるために、情報更新時刻等も加えた四次元の地理空間情報

の整備に変化させていくこと

住所や建物の位置情報のＪＩＳ化や四次元情報（三次元座標＋時刻情報）をベースとした情報を付加することの標

準化の検討

座標が付与された住所（緯度経度と地番など）や座標が付与された公共施設に関する情報（建物形状、間取りな

ど）整備

利用頻度が高い公共施設や交差点、町字等について、共通のコード体系の整備

地理空間情報を活用したサービスの基盤となるプローブ情報や付加価値情報、ＰＯＩコンテンツに係るデータ形式

の標準化

（２）地理空間情報の生活や産業への浸透と高度な利用
地理空間情報活用による業務コスト削減効果や環境負荷の削減効果のコストメリットなどを有するビジネスモデル

に対する理解度を高めること

地理空間情報を活用した地域等における実証事業等により、官民連携による効率的な地理空間情報の更新・情

報収集体制の検討

（３）衛星測位等からの位置情報を活用できる環境の整備
様々な測位デバイスの開発の中で、IDを与えると位置・時刻が得られ、位置・時刻を与えるとIDが得られる環境を

実現するための技術（測位技術・マッピング技術など）の開発

公共的な空間・施設において屋内・屋外を意識せずに位置を知ることのできる環境の整備（タグ整備、地図整備な

ど）や、当該利用の問題点等のモデル的な検証

地理空間情報サービス産業発展のための前提条件（一部抜粋）
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地理空間情報サービス産業発展の可能性
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■ 地理空間情報サービス産業の市場規模予測

新産業分野

プラットフォーム関連
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地理空間情報に関する政策パッケージ

～ Ｇ空間プロジェクト ～
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上記事項を実現するための政策パッケージが必要

ビジョン１．２０１３年までに誰もが地理空間情報を利用できる社会に
地理空間情報に係る標準化・体系化がなされ、３次元の立体位置と鮮度を表す情

報更新時刻で表現された地理情報データベースが構築され、多くの関連サービス
提供事業が出現している社会。

地理空間情報を活用した社会の実現に向けた将来ビジョン

ビジョン２．２０１３年までに地理空間情報が課題解決に役立つと評価される社会に
地理空間情報コンテンツの利用促進はもとより、生活や暮らし、産業、行政等への

浸透を図り、地理空間情報が課題解決に役立つと評される社会。

ビジョン３．２０１３年までに地理空間情報に安心感や親しみ、楽しさを感じる社会に

屋内・屋外のシームレスな位置情報サービスが導入され普及拡大すること等に
よっていつでもどこでも地理空間情報を利用できる社会。
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少し本屋に
寄りたいな

エレベータは

どこだろう？

「エキナカ」おす
すめラーメンは

地理空間情報の具体的な利用シーン・生活編

屋外・屋内シームレスな地理空間情報の利用

電子タグや無線ＬＡＮなどの屋内センサーネットワークとの連携を実現することにより、衛星からの信号が届かないショッ

ピングセンターなどにおいても利用者が店舗の前で関連の動画ＣＭを見ることができたり、イベント情報やクーポン等の

自動配信を受けることができるようになる。
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地理空間情報の具体的な利用シーン・産業編①

物流支援サービスの自動化

屋内測位

屋内測位

搬出搬入ロボット

無人搬送車

搬送車位置検出（屋内測位）

自動搬出搬入作業

自動移動作業

荷物位置検出（屋内測位）

パレット
自動倉庫

トラック物流
仕分・パレタライズ

屋内測位

従来作業

屋外の衛星信号との相互接続や、倉庫内の荷物位置や搬送車の荷台位置などを３次元の位置情報として検出するこ

とにより、ロボット等を活用して全自動で搬入搬出などを行うことができるようになる。
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戦略的エリアマーケティングでの利用

人流データや都市データに基づく高度なマーケティング

GPS

基地局、Wi-fi

各種センサー

人流時系列
データ蓄積

都市データ
（天候、環境、

交通など）

＋

携帯の通信データ（位置情報） 人流データ蓄積 人流地図作成

地理空間情報の具体的な利用シーン・産業編②

時系列分析

人々の往来を示す地図

ビル陰でも測位ができる準天頂衛星やＧＰＳ技術の高度化、また電子タグ等のセンサーで取得した位置情報を相互連

携し、精緻な人流データを把握・分析できる環境を整備することにより、住民のニーズに合致した商業施設の立地計画

や都市の再開発計画などが策定できるようになる。
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地理空間情報サービス産業の将来ビジョンと政策パッケージ「Ｇ空間プロジェクト」

２０１３年までに地理空間情
報が課題解決に役立つと評
価される社会に

２０１３年までに地理空間
情報に安心感や親しみ、楽
しさを感じる社会に

２０１３年までに誰もが地
理空間情報を利用でき
る社会に

取組むべき政策の三本柱

○情報の鮮度が高く検索しやす

い三次元地理空間情報データ

ベースの構築

○地質情報の整備や地球観測

データを有効活用する情報シ

ステム等の整備

Ⅰ. 流通基盤の整備 Ⅱ. 生活や産業における利用
の高度化

Ⅲ. 衛星等からの位置情報を
有効活用する環境整備

○生活や産業等への地理空間情

報の浸透のための普及・啓蒙

○エネルギーＩＴＳ等への活用

や、商店街・農業等の地域活

性化等の支援

○次世代衛星基盤に関する研究

開発

○屋内・屋外シームレスな位置

情報把握技術の検証

○個人の行動履歴等の位置情報

を有効活用するための環境整

備

２０１３年の地理空間情報サービス産業の発展

政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ

将
来
ビ
ジ
ョ
ン

※ＩＴＳ：高度道路交通システム
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政策パッケージⅠ：地理空間情報が流通する基盤の整備

□ 地理空間情報のデータベースのモデル的構築
・公的施設や民間施設等へ三次元座標+更新時刻情報を加えたデータベースモデルの整備を行い、ビジ

ネスモデルを検証
・現在、JISコードは、県、市区町村までとなっているため、地番、号までの住所や建物、施設等の

JISコード化を検討。

□ 地質情報の整備、地球観測データの有効活用
・ＧＩＳ等での利用を見据えて、詳細な地質情報の電子化を推進
・地球観測データ等を用いたGEO Gridの推進
・次世代地球観測センサ等の研究開発、ＡＳＴＥＲ等のセンサー開発

地理空間情報サービス産業の発展に向けたビジョンを実現するための政策パッケージⅠ

２００８ ２００９ ２０１０ ２０１１ ２０１２ ２０１３

工程表
関連調査 データベースモデル構築 ビジネスモデル実証事業

２０１３年までに誰
もが地理空間情報を
利用できる社会に

地理空間情報活用推進基本計画

地質情報の整備

地理空間情報の標準化

地理空間情報の
流通基盤の構築

有用な衛星画像等
の利用促進

GEO GridやAsterの研究開発等の推進

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
波
及

（経済産業省における具体的政策のイメージ）
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地理空間情報サービス産業の発展に向けたビジョンを実現するための政策パッケージⅡ

２００８ ２００９ ２０１０ ２０１１ ２０１２ ２０１３

工程表

認知度の向上に向けた普及啓発

２０１３年までに地理
空間情報が課題解決に
役立つと評価される社
会に

政策パッケージⅡ：地理空間情報の生活や産業における利用の高度化

□ 地理空間情報の認知度の向上、普及啓蒙
・地理空間情報のＰＲ等による認知度の向上
・地理空間情報を活用した優秀サービス業の表彰（ハイサービス３００選事業の一環）

□ 地理空間情報データベースを利用した地域活性化施策の推進
・地域の商店街や農業等に地理空間情報データベースを活用した地域活性化モデルの実現

□ 産業への浸透を目指した地理空間情報利用の促進
・エネルギーＩＴＳ推進のための技術開発

エネルギーＩＴＳ推進に向けた技術開発

地域活性化に向けた実証事業

地理空間情報活用推進基本計画

生活への浸透

産業への浸透

生
活
・
産
業
へ
の
波
及

（経済産業省における具体的政策のイメージ）
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地理空間情報サービス産業の発展に向けたビジョンを実現するための政策パッケージⅢ

２００８ ２００９ ２０１０ ２０１１ ２０１２ ２０１３

工程表

地理空間情報活用推進基本計画

先進的宇宙システムの研究開発

２０１３年までに地
理空間情報に安心感
や親しみ、楽しさを
感じる社会に

次世代衛星基盤に関する研究開発

個人行動履歴等のデータを活用した実証事業

政策パッケージⅢ：測位衛星等からの位置情報を有効に活用できる環境の整備

□ 地理空間情報インフラ等を活用したＩＴによる商業空間の高付加価値化（e-空間）
・個人のニーズに応じ情報が的確に提供される未来型の生活空間をいち早く実現
・必要となる技術のＪＩＳ化及びインフラ規制等制度的課題の抽出
・屋内屋外のシームレスな利用に向けた実証事業

□ 測位衛星や高度衛星画像収集等のインフラ整備
・次世代衛星基盤に関する研究開発
・先進的宇宙システムの研究開発

□ 個人情報やセキュリティー等に配慮した技術整備
・個人の行動履歴や位置情報などのデータ秘匿やそれらの有効活用に向けた技術開発

屋内屋外のシームレスな利用に向けた実証事業

商業空間の高付加価値化（e-空間）

測位等衛星イン
フラの整備

屋外・屋内シー
ムレス化の実施

新
た
な
サ
ー
ビ
ス
・
産
業
へ
の
波
及

準天頂衛星
初号機打ち上げ

（経済産業省における具体的政策のイメージ）



３次元地理空間情報の体系化について
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地理空間情報の定義及び体系化

何時でも、何処でも、
誰でもが、その人に
とって、その時その場
所の状況に応じて発
信・利用できるパーソ
ナルな情報

人や物と周囲の状況
をリアルに結びつけ、
楽しさ、喜び、安心な
どの感性情報として
利用できるつながり
力のある情報

様々な場所とサービ
スを結び付けること
で新たな付加価値
を与える便利で有
用な情報

利
用
サ
イ
ド
の
視
点

か
ら
見
た
特
徴

地図表現のほか、
様々な分野に利
用できる集計や解
析が可能な情報

三次元位置情報の把握

測位衛星からの電波や、これを補
完する位置の把握に必要な電波
等を受信機でキャッチ

三次元地理情報データベースの整備

これまでの紙の２次元地図から、
デジタルの３次元地理情報データ
ベースへ変化する中で、様々な関
連情報を体系的に整理

位置情報 空間情報（事物の三次元位置座標）＋時間情報

地理情報 地理的な把握を可能にする、場所の属性などの情報
（建物や道の名前、住所など）

＋ 関連する情報（建物のレストランの評判など）

世界共通に体系化

精度
向上

充実

より検索・集積しやすく発展

地理空間情報とは・・・
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場所と関係を持つ情報（地理空間情報）は、すべて
の「情報」の８割を占めると言われている。

○今後、社会における情報量が爆発的に増大していくなかで、その

大層を占める地理空間情報の「体系化」によって、蓄積された情

報の検索・活用を容易にすることが必要。

○また、様々な主体（個人、企業、国・自治体等）によって、生成

された情報が容易に登録され、多くの人々がその情報を活用でき

る「仕組み・方法」を確立することが有益である。

地理空間情報の活用推進のための基盤とは



平面での地理空間情報を活用したサービスは普及しているが、新たなサービス・産業の創出を推進するために
は、屋内・屋外の地理空間情報を３次元的に把握するためのデータベース（３次元地理空間情報データベース）の
構築等の環境整備が必要。

このような３次元地理空間情報の体系化について高次的かつ包括的な検討を行うため、有識者による３次元地
理空間情報データベース検討会（仮称）を設置。専門的な知識や実績を持った産学官の関係者を経済産業省へ
招いてヒアリングを実施し、検討を行う。

【検討項目】

（１）空間参照系データベースの実現性
建築物の３次元ＣＡＤデータ等から３次元のデータベースを構築する際の課題の抽出（データ構造、システム構築手順、座標変換

ルール・ツールなど）。

（２）地理情報データベースの実現性
不特定多数の個人ユーザが容易に３次元座標を付与した諸情報（３次元地理情報）を作成・登録できるようなデータベースモデル

構築に必要なデータ形式の検討及び課題の抽出（アクセスインタフェース仕様、データ仕様等）を行い、実現に必要な要件を検討。

（３）地理空間情報の利用シーンを踏まえたビジネスモデル
民間におけるＧＩＳを活用したビジネスモデルの成功・失敗の要因を分析し、既存の民間ビジネスとも連携するような３次元地理空

間情報データベースを利活用したビジネスモデルを検討。

ビジネスモデルを踏まえ、自治体・地域企業・市民等が一体となって利活用できるシーンについて検討し、その実現化に向けたプ
ランを策定。具体的には、実証検証の範囲やその規模等について検討。

（４）行政情報の利活用
自治体等の保有する地図情報などの行政情報の利活用の妨げとなっている制度的課題及び技術的課題等について分析を行い、

行政情報の利活用を促進するために必要な事項を検討。

３次元地理空間情報の体系化
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店舗の名称 ××書店

場所 ○○ビル１階

営業時間 １０：００－２１：００

メニュー ・・・・・・・

・・・・・・・

建物の代表点
××号線

電子地図上に建物の
CADデータを重ね合わせる

○○ビル
△△レストラン

世界測地系（WGS84）をベースとした地図

店舗の中心点
（建物の中心点からの

相対位置）

建物の名称 ○○ビル

代表点の座標 （緯度、経度、高さ、更新時刻）

住所 東京都港区××－□□

場所 ▲▲駅から北へ徒歩5分

店舗情報 ××書店

△△レストラン

・・・・・・

店舗の名称 △△レストラン

代表点の座標 （緯度、経度、高さ、更新時刻）

所属する建物（参
照情報）

○○ビル１０階

営業時間 １１：００－２３：００

メニュー ・・・・・・・

・・・・・・・

店舗の名称 ××書店

座標 （緯度、経度、高さ、更新時刻）

ＣＡＤデータ

建物の名称及び代表点の３次元座標をキーに、空間参照系ＤＢと地理情報ＤＢをマッチング

空
間
参
照
系
Ｄ
Ｂ

地
理
情
報
Ｄ
Ｂ

電
子
的
な
地
図
デ
ー
タ

x
y

z

隣の建物の代表点とは
異なるユニークな座標

屋内データとのリンク

建物名称 ○○ビル

代表点の座標 （緯度、経度、高さ）

建物の形状（四隅の座標（１～４） （緯度、経度）、及び建物の高さ

座標の更新日時 ＹＹＹＹ／ＭＭ／ＤＤ／ＨＨ／ＭＭ／ＳＳ

建物名称 ○○レストラン

代表点の座標 （緯度、経度、高さ）

建物の形状（四隅の座標（１～４）） （緯度、経度）及び、建物の高さ

座標の更新日時 ＹＹＹＹ／ＭＭ／ＤＤ／ＨＨ／ＭＭ／ＳＳ

（建物の店舗等の場合）

キー
情報
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地理空間情報データベース（空間参照系及び地理情報DBのリンク）のイメージ



【レストラン利用者】【レストラン利用者】

地理情報ＤＢ
名称 ○○ビル

座標 Ｘ，Ｙ，Ｚ，Ｔ

住所 東京都港区△△－□

ｱｸｾｽ ×××駅から東へ徒
歩5分

ﾃﾅﾝﾄ △△レストラン

××書店

名称 △△レストラン

座標 Ｘ，ｙ，ｚ，ｔ

更新
日時

○月×日□□時

住所 東京都港区△△－□
○○ビル１０階

特典
情報

９月１日は創業２周
年記念で１割引

名称 ××書店

座標 ｘ2、ｙ2、ｚ2、ｔ2

住所 東京都港区△△－□
○○ビル１階

営業
時間

１０：００－２１：
００

【ビルのオーナー】

【レストラン経営者】

【書店経営者】

名称 ××書店

座標 Ｘ2，ｙ2，ｚ2，ｔ2

更新
日時

△月×日○○時

住所 東京都港区△△－□
○○ビル１階

口ｺﾐ
情報

洋書の品揃えが豊富

【書店利用者】

空間参照系ＤＢ

建物情報

口コミ情報

口コミ情報

口コミ情報

店舗情報 店舗情報

××号線

アウトプット

名称 △△レストラン

座標 ｘ、ｙ、ｚ、ｔ

住所 東京都港区△△－□ ○○ビル１０階

ｱｸｾｽ ×××駅から東へ徒歩5分

営業時間 １１：００～２２：００

ﾒﾆｭｰ ・・・・・

・・・・・

特典情報 ９月１日は創業２周年記念で１割引

口ｺﾐ情報 ○○レストランのパスタはバリエーション
が多い。（○山○男 2008/0828）

特にオリジナルの特性パスタがおいしい。
（□木□子 20080831）

建物名称 △△レストラン

代表点の座標 （緯度、経度、標高）

建物の形状（四隅の座標（１～４） （緯度、経度）、及び建物の高さ

座標の更新日時 ＹＹＹＹ／ＭＭ／ＤＤ／ＨＨ／ＭＭ／ＳＳ

建物名称 ○○ビル

代表点の座標 （緯度、経度、標高）

建物の形状（四隅の座標（１～４） （緯度、経度）、及び建物の高さ

座標の更新日時 ＹＹＹＹ／ＭＭ／ＤＤ／ＨＨ／ＭＭ／ＳＳ

△△レストランに係る情報群

名称 △△レストラン

座標 x，y，z，t

住所 東京都港区△△ ○○ビ
ル10F

口コ
ミ情
報

△△レストランのパスタ
はバリエーションが多い

その
他

名称 △△レストラン

座標 x，y，z，t

住所 東京都港区△△ ○○ビ
ル10F

アク
セス

×××駅から東へ徒歩５
分

営業
時間

１１：００～２２：００

29

各データベースと利用主体の関係

３次元座標情報をキーとして場所に
係る情報を蓄積するＤＢ

場所的な骨組みを与えるＤＢ
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測位衛星、無線LAN等による位置情報の把握

世界測地系
（ｘ,ｙ,ｚ）

及び

時刻（ｔ）

空間参照系ＤＢ

建物がどこ(x,y,z)に
あるのか、建物の代
表点を定義

地理情報ＤＢ

その場所には何がある
のか、位置に関連した
情報を定義

座標を媒介させることで、
それぞれのDBを独立に整備可能

世界測地系による
位置観測

◆ 三次元地理空間情報の体系化

データベース間の関係性



３次元空間参照系ＤＢ

住所：東京都
港区六本木6‐
10‐1

フロア ポリゴン

フロア ポリゴン

階段

エスカレータ

建物名：六
本木ヒル
ズ

２次元図面

アドレス
マッチングＤＢ

139.768616,
35.708927 

（ｘ、ｙ）座標を取得

施行管理ソフト
（ＣＡＤ）

建築申請、補修
工事時などの測

量データ

（数cmレベル）

Ｚ座標を取得
（ｘ、ｙ）座標の補正

『建造物』を一意に特定する代表点（世界測地系
におけるｘ、ｙ、ｚ）を保持したデータベース

アドレス
マッチングＤＢ

139.768616,
35.708927 

配置図

普通意匠図

構造図

・・・

直交座標を世界測地系
（ｘ，ｙ，ｚ）へ変換

変換ツール

ビジネス利用を念頭に置くと、３次元地理空間情報ＤＢで規定すべきものは、「建造物」とそれを一意に特定する代表点である。測位

衛星等による位置情報とのマッチングを考えると、代表点は世界測地系３次元座標（以下、３次元座標）で表されることが望ましい。

３次元座標は有しないが、類似する場所識別情報（例えば、住所や郵便番号）を有する既存データについて、３次元座標を有する情

報に変換することが、今後３次元地理空間情報ＤＢを構築する上で非常に重要である。

このため、住所・郵便番号から３次元座標等の変換ツールを用いて、段階的にすべての建物の代表点を統一的な３次元座標で定め

ることとする。また、既存の２次元電子地図に対して、一定の標高情報を付与して、３次元化することも重要である。

建物ＩＤ、建物名

世界測地系の代表点

世界測地系３次元座標への変換

郵便番号：
106‐6108

宅配
コード：
G‐0052

ＰＩ

ＰＩ（場所識別子）は『同じ場所を指
す異なる表現』を関連付けするもの
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経度 35.672101
緯度 139.750514

衛星画像（二次元）

航空写真（高解像度）

基盤地図

都市整備図

① 世界測地系で作成された二次元の地図
データの上に、建物の三次元ＣＡＤデータ
（直行座標系）を搭載する。

この際、建物の位置の代表点（緯度、経度、
高さ（標高））を規程。

②屋外の道路ネットワークを完備

既存データ（ｘ、ｙ） ※高さ（ｚ）情報は地表面の高さ（海抜）のみ
新規整備（ｘ，ｙ，ｚ（施設（階数）・地下街など））

③屋内構造・ネットワークを整備

３次元空間参照系の構築の全体イメージ
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体系化された地理空間情報の将来イメージ

３次元座標で表現された電子的な地理情報データベースと、測位衛星等から得られるリアルタイムの位置情報を結びつける
ことによって、新たな価値が生まれる。

衛星からの信号による位置情報は、世界測地系の座標（緯度、経度、高さ）及び測定時刻のデータとして与えられる。

電子地図上に存在する物体の座標データ（緯度、経度、高さ）の精度が確保されていれば、移動体と物体との相対位置が正
確に把握可能。

○○マンション
（住所、緯度、経度、測量日時）

××号線（道幅、緯度、経度、測量日時）

携帯電話、GPS受信機など

△△デパート
（住所、緯度、経度、測量日時）

デパートの３階にある
レストランで、美味しい
ハンバーグが食べられる。
（更新時刻：○年△月×日▽時）

今、××号線を東に向
かって歩いている。

今週のおすすめ料理は、
舌平目のムニエルのコース
（更新時刻：○年△月×日▽時）

このレストランは三ツ星
レストラン。

シェフはフランス人。
（更新時刻：○年△月×日▽時）

□□レストラン
（住所、緯度、経度、測量日時）

位置座標と、××号線の位置情報
を比較することで得られる認識デパートの３階という場所に

関連づけられた地理情報

位置情報
（緯度、経度、高さ、現在時刻）

３次元の電子地図

３次元の電子地図

３次元の電子地図

□□レストラン（という場所）
に関連づけられた情報


